
受験の心得 〔一般選抜〕 【令和６年度】 

【入試前日】 

① 持ち物を確認してバッグに入れる。 

   〈持ち物チェックリスト〉 

１． □ 受験票    ８．□ 体育館シューズ・靴袋 

２． □ 筆記用具   ９．□ 雨具 

３． □ 直定規   １０．□ ハンカチ 

４． □ コンパス  １１．□ ティッシュ 

５． □ 交通費と予備費 １２．□ 弁当・水筒（当日の朝） 

６． □ 鉛筆削り  ※ 体育館ｼｭｰｽﾞ不要の学校もあり 

７． □ 時計（計時機能のみ） 持って行く人は翌日中学校に持参 

※ 分度器、計算機、携帯電話は不可 
 

② 服装、靴、頭髪、爪などの点検をする。 

□ 組章・ボタン・ホック・えりカバー・ネクタイ 

□ 制服の下に着るトレーナーなど・靴下 

③ 前日の夜は準備を終えて、早めに就寝すること。 

④ 同じ高校を受験する友だちと一緒に行くときは、会う時間・場所を再確認し 

もし会えないときは先に行くことを確かめておくこと。（○○分まで待つ） 

⑤ 家の人と当日の起床時間、家を出る時間を確認しておくこと。 

【入試当日】 

① 早めに起き、朝食・トイレを済ませておくこと。 

② 出る前にもう一度持ち物と服装をチェックすること。 

③ 受験する高校へ集合時間の２０～３０分前に到着できるように家を出ること。 

    ※ もし、当日の朝、急な発熱など体調不良で受験が困難と思われるときは、

７時以降８時までに中学校に電話すること。 
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④ 受験会場には公共交通機関で行く。自転車はだめ。駅前に自転車を置くの

も不可。友達の家やその付近に置くのも不可。 

⑤ 高校に着いたら、試験を受ける教室、トイレ、掲示を確認する。 

⑥ 高校に着いてから忘れ物、発熱、下痢など不測の事態が起きたときは、時間が

あれば中学校に電話し、時間がなければ受験校の先生か受付に申し出ること。 

⑦ 受験校では高校の先生の指示に従い、説明を聞きもらさないこと。 

   （机上に出しておくものなど） 

⑧ 試験が終了したら、途中で寄り道などせず、まっすぐ帰宅すること。 



【テストが始まったら】 

① まず解答用紙に受験番号など必要事項の記入をする。 

② 開始の合図で、まず問題全体を見渡し、やさしい問題・得意な問題から解答す

ること。解ける問題は正確に！ 難問が出題されることもあるかもしれないが、

全部できなくても気にしなくてよい。 

③ 問題文を落ち着いて読み、早とちりしないように。 

④ 解答は大きく、濃く、丁寧な字で書くこと。 

⑤ 時間を有効に使い、すべての問題を解き終えたあとも、終了時間まで何度も見

直しをすること。 

⑥ 突っ伏して寝ないこと。 

⑦ 休憩時間はトイレに行くなど気分転換をはかり、次のテストの準備をすること。

終わったテストについて友だちと答え合わせはしない。もし、失敗に気づいて

も、落胆せず、次の科目でがんばればよい。 

【テストが終わったら】 

① 今後の流れについての連絡を聞き漏らさない。 

② 受験票を必ず持って帰る！たまに置き忘れる。合格発表時、手続き時に必要。 

【合格発表】 

① ３月１９日（火）午前１０時に高等学校にて行う。 

          （定時制･通信制の課程は午後２時） 

② ＷＥＢでも見られるがアクセスが集中して時間がかかる場合もある。 

③ 受験票持参！その後の手続きでも必要なので絶対失くさない！ 

④ 合否を確認後、必ず自宅と中学校に電話すること。 

⑤ 合格者は昼から保護者同伴で説明会のある学校もある。各高校でちがうので、

各自確認しておくように。 

⑥ 併願で不合格の場合は、私立高校の手続きを行うこと。 

私立高校に複数合格している人は、どの私立高校に手続きに行くのかはっきり

担任に伝えること。 

【入学後】 

① 受験票を持って、成績開示してもらい、高校の様子も含めて、担任に報告しに

来てほしい。強制ではないが、協力してほしい。 


